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雑
録 

 
益
城
町
文
化
財
資
料
室
に
お
け
る
文
化
財
レ
ス
キ
ュ
ー 

―
水
損
し
た
屏
風
、
武
具
、
工
芸
品
に
対
す
る
応
急
処
置
の
一
事
例
と
し
て
― 

 

熊
本
県
教
育
庁
教
育
総
務
局
文
化
課 

 
 
 
 

村
上 

幸
奈 

【
キ
ー
ワ
ー
ド
】
文
化
財
レ
ス
キ
ュ
ー
、
水
損
資
料
、
豪
雨
災
害
、
屏
風
、
武
具
、
工
芸
品
、 

 

は
じ
め
に 

 

二
〇
二
三
年
（
令
和
五
年
）
七
月
三
日
、
線
状
降
水
帯
に
よ
り
熊
本
県
に
豪

雨
が
発
生
し
、
益
城
町
を
流
れ
る
木
山
川
（
図
１
）（
１
）

が
氾
濫
し
た
（
２
）
。 

 

本
稿
は
、木
山
川
の
氾
濫
に
よ
り
浸
水
し
た
益
城
町
文
化
財
資
料
室
に
お
い

て
、
熊
本
県
教
育
庁
教
育
総
務
局
文
化
課
（
以
下
、「
県
文
化
課
」
と
い
う
。）

が
同
四
日
に
行
っ
た
文
化
財
レ
ス
キ
ュ
ー
に
つ
い
て
の
記
録
で
あ
る
。筆
者
は
、

県
文
化
課
文
化
財
活
用
班
の
美
術
工
芸
品
担
当
学
芸
員
と
し
て
レ
ス
キ
ュ
ー

に
参
加
し
た
。 

 

第
一
章 

益
城
町
文
化
財
資
料
室
に
つ
い
て 

 

益
城
町
文
化
財
資
料
室
（
以
下
、「
資
料
室
」
と
い
う
。）
は
、
旧
益
城
中
央

小
学
校
を
利
用
し
た
二
階
建
て
の
文
化
財
資
料
室
で
あ
る
。 

被
災
時
、
資
料
室
の
一
階
に
は
、
長
持
に
収
納
さ
れ
床
置
き
さ
れ
た
屏
風
、

工
芸
品
及
び
武
具
等
の
ほ
か
、ス
チ
ー
ル
棚
上
に
古
文
書
等
の
資
料
が
置
か
れ

て
い
た
。二
階
に
は
土
器
を
主
と
し
た
考
古
資
料
及
び
備
品
等
が
保
管
さ
れ
て

い
た
。 

 

資
料
室
の
南
側
に
は
木
山
川
が
隣
接
す
る
（
図
２
）。
資
料
室
が
立
地
す
る

地
盤
の
標
高
は
十
一
・
二
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
木
山
川
の
標
高
は

十
一
・
七
メ
ー
ト
ル
と
、
資
料
室
が
や
や
低
い
位
置
に
所
在
し
て
い
る
（
３
）
。 

線
状
降
水
帯
に
よ
り
氾
濫
し
た
木
山
川
の
水
と
土
砂
が
資
料
室
一
階
に
流

れ
込
ん
だ
こ
と
で
、
床
置
き
さ
れ
て
い
た
資
料
が
水
損
し
た
。
一
階
に
設
置
さ

れ
た
ス
チ
ー
ル
棚
上
の
資
料
及
び
二
階
は
浸
水
を
免
れ
た
。 

 

第
二
章 

文
化
財
レ
ス
キ
ュ
ー
概
要 

第
一
節 

七
月
三
日
（月
） 

 

午
後
五
時
、
益
城
町
生
涯
学
習
課
か
ら
県
文
化
課
へ
、
以
下
の
情
報
共
有
及

び
問
合
せ
が
あ
っ
た
。 

・ 
木
山
川
の
氾
濫
に
伴
っ
て
資
料
室
が
被
災
し
、
一
階
に
保
管
し
て
い
た
資

料
が
水
損
し
た
。 

・ 

県
文
化
課
に
よ
る
文
化
財
レ
ス
キ
ュ
ー
事
業
立
上
げ
の
予
定
は
あ
る
か
。 
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・
水
損
し
た
屏
風
や
漆
器
の
応
急
処
置
方
法
を
知
り
た
い
。 

 
県
文
化
課
は
、現
時
点
で
文
化
財
レ
ス
キ
ュ
ー
事
業
を
立
上
げ
る
予
定
が
な

い
こ
と
を
伝
え
、
令
和
二
年
七
月
豪
雨
の
際
に
作
成
し
た
資
料
を
提
供
し
た
。 

ま
た
、県
文
化
課
文
化
財
活
用
班
の
連
絡
網
を
活
用
し
て
班
員
に
応
急
処
置
方

法
や
文
化
財
レ
ス
キ
ュ
ー
に
関
す
る
情
報
の
提
供
が
呼
び
掛
け
ら
れ
た
。こ
れ

を
受
け
て
、各
分
野
の
学
芸
員
が
論
文
や
防
災
マ
ニ
ュ
ア
ル
等
を
Ｐ
Ｄ
Ｆ
デ
ー

タ
で
共
有
し
た
。 

 

第
二
節 

七
月
四
日
（火
） 

第
一
項 

状
況
確
認 

 

午
前
八
時
半
、
益
城
町
生
涯
学
習
課
か
ら
県
文
化
課
へ
、
資
料
室
の
二
階
に

水
損
資
料
を
す
ぐ
に
引
き
上
げ
ら
れ
る
状
況
で
は
な
い
こ
と
、ま
ず
は
資
料
の

状
態
を
確
認
す
る
予
定
で
あ
る
こ
と
が
共
有
さ
れ
た
。
県
文
化
課
か
ら
は
、
四

名
の
学
芸
員
が
確
認
に
立
会
う
こ
と
と
な
っ
た
。 

 

午
前
九
時
半
、確
認
の
た
め
資
料
室
に
益
城
町
生
涯
学
習
課
の
学
芸
員
三
名
、

県
文
化
課
の
学
芸
員
四
名
が
集
合
し
た
。
す
で
に
水
は
引
い
て
い
た
も
の
の
、

床
は
泥
に
覆
わ
れ
、
湿
っ
た
状
態
と
な
っ
て
お
り
（
図
３
、
４
）、
カ
ビ
の
匂

い
が
発
生
し
て
い
た
。 

水
損
資
料
を
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
床
置
き
さ
れ
た
木
製
の
長
持
の
中
に
は

屏
風
、
工
芸
品
、
武
具
が
保
管
さ
れ
て
い
た
。
長
持
内
部
に
ま
で
水
が
染
み
込

ん
で
お
り
、
床
下
約
十
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
が
浸
水
し
た
こ
と
が
分
か
っ
た
。 

 

以
上
の
状
況
確
認
に
よ
り
、ま
も
な
く
カ
ビ
が
発
生
す
る
可
能
性
が
あ
る
こ

と
や
、折
り
た
た
ま
れ
た
状
態
で
水
損
し
た
屏
風
は
濡
れ
た
ま
ま
放
置
す
る
と

本
紙
同
士
が
貼
り
付
き
開
け
な
く
な
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
考
慮
し
、当
日

中
に
す
べ
て
の
資
料
の
風
乾
作
業
を
行
う
必
要
が
あ
る
と
判
断
し
た
。 

 

第
二
項 

風
乾
場
所
の
確
保 

 

資
料
を
風
乾
さ
せ
る
た
め
、
浸
水
を
免
れ
た
資
料
室
二
階
や
、
一
階
に
設
置

さ
れ
た
机
を
利
用
す
る
こ
と
と
し
た
。 

二
階
に
は
土
器
等
の
出
土
遺
物
や
備
品
等
が
保
管
さ
れ
て
い
た
た
め
、
ま

ず
は
こ
れ
ら
を
部
屋
の
隅
に
寄
せ
て
風
乾
場
所
を
確
保
す
る
作
業
を
行
っ
た
。

空
い
た
ス
ペ
ー
ス
に
ブ
ル
ー
シ
ー
ト
を
敷
い
て
養
生
し
、水
や
泥
に
よ
る
汚
れ

を
防
止
し
た
。 

 

第
三
項 

各
資
料
の
応
急
処
置
―
屏
風 

 

一
階
に
床
置
き
さ
れ
た
長
持
に
は
、計
二
十
三
隻
の
屏
風
が
折
り
畳
ま
れ
た

状
態
で
収
納
さ
れ
て
い
た
。
約
十
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
が
浸
水
し
、
多
く
の
作

品
が
本
紙
ま
で
浸
水
被
害
を
受
け
て
い
た
。 

 

長
持
ご
と
二
階
へ
移
動
さ
せ
て
か
ら
屏
風
を
取
り
出
し
、ブ
ル
ー
シ
ー
ト
の

上
に
番
号
を
書
い
た
紙
と
共
に
直
置
き
し
て
風
乾
さ
せ
た
。部
屋
の
両
側
に
窓

が
設
置
さ
れ
て
い
た
た
め
、窓
と
垂
直
に
な
る
よ
う
に
屏
風
を
立
て
る
こ
と
で
、

風
に
よ
る
転
倒
を
防
止
し
た
（
図
５
）。 

屏
風
を
取
り
出
し
た
空
の
長
持
は
、
床
や
机
に
木
製
の
棒
を
敷
き
、
そ
の
上

に
裏
返
し
て
置
く
こ
と
で
、
内
部
に
湿
気
が
留
ま
ら
な
い
よ
う
工
夫
し
た
（
図

６
）。 

 

第
四
項 

各
資
料
の
応
急
処
置
―
武
具
等 

 
長
持
に
収
納
さ
れ
て
い
た
武
具
等
は
、気
泡
緩
衝
材
や
綿
座
布
団
に
包
ま
れ

た
状
態
で
水
損
し
て
い
た
。
梱
包
材
を
取
り
除
き
、
キ
ッ
チ
ン
ペ
ー
パ
ー
で
水

分
を
拭
っ
て
風
乾
さ
せ
た
。 

 

一
階
に
設
置
さ
れ
て
い
た
机
に
メ
ッ
シ
ュ
状
の
天
箱
を
裏
返
し
に
並
べ
る

こ
と
で
風
通
し
を
確
保
し
た
（
図
７
）。 
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第
五
項 

各
資
料
の
応
急
処
置
―
工
芸
品 

 

工
芸
品
は
、
布
製
の
袋
や
風
呂
敷
も
し
く
は
気
泡
緩
衝
材
に
包
ま
れ
、
木
箱

に
入
れ
ら
れ
た
状
態
で
長
持
に
収
納
さ
れ
て
い
た
。
工
芸
品
は
、
陶
磁
器
、
竹

製
の
茶
杓
や
籠
、
漆
器
等
、
様
々
な
素
材
の
も
の
が
あ
っ
た
。 

 

工
芸
品
を
風
乾
さ
せ
る
た
め
の
机
や
台
を
広
げ
る
場
所
を
十
分
に
確
保
す

る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
た
め
、床
に
積
み
上
げ
ら
れ
た
本
の
上
に
ベ
ニ
ヤ
板

を
敷
き
、気
泡
緩
衝
材
と
新
聞
紙
で
水
濡
れ
を
防
止
し
た
簡
易
的
な
台
を
作
成

し
、
作
業
を
行
っ
た
（
図
８
）。 

梱
包
材
を
取
り
除
き
、
布
製
の
袋
等
は
自
然
乾
燥
さ
せ
る
こ
と
と
し
た
。
工

芸
品
は
キ
ッ
チ
ン
ペ
ー
パ
ー
で
水
分
を
拭
き
取
っ
た
ほ
か
、泥
汚
れ
が
著
し
い

も
の
は
ウ
ェ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ
で
拭
っ
て
か
ら
風
乾
さ
せ
た
。 

 

第
三
章 

振
り
返
り
・今
後
の
展
望 

第
一
節 

作
業
人
員
の
確
保 

 

先
述
し
た
風
乾
場
所
の
確
保
作
業
に
は
、益
城
町
生
涯
学
習
課
の
学
芸
員
三

名
、
県
文
化
課
の
学
芸
員
四
名
が
従
事
し
た
。
し
か
し
、
午
前
中
に
確
保
し
た

風
乾
場
所
が
足
り
な
く
な
っ
た
た
め
、
午
後
に
県
文
化
課
か
ら
職
員
四
名
、
益

城
町
か
ら
職
員
五
名
の
応
援
を
呼
ん
で
再
度
ス
ペ
ー
ス
の
確
保
作
業
を
行
う

必
要
が
生
じ
た
。 

文
化
財
レ
ス
キ
ュ
ー
の
現
場
で
は
、
専
門
職
員
の
確
保
に
意
識
が
向
き
が

ち
で
あ
る
が
、ま
ず
初
め
に
作
業
場
の
確
保
や
荷
物
の
移
動
等
の
単
純
作
業
が

必
要
と
な
る
可
能
性
が
あ
る
。初
動
で
は
専
門
性
に
限
ら
ず
十
分
な
人
員
を
確

保
す
る
こ
と
で
、
迅
速
な
レ
ス
キ
ュ
ー
の
開
始
に
繋
が
る
と
考
え
ら
れ
る
。 

今
後
、
同
様
の
状
況
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
午
前
中
に
可
能
な
限
り
多
く
の

人
員
を
確
保
し
、作
業
の
進
捗
状
況
に
よ
り
徐
々
に
人
数
を
減
ら
し
て
い
く
体

制
を
提
案
し
た
い
。 

  

第
二
節 

経
験
・実
践
の
重
要
性 

 

今
回
の
文
化
財
レ
ス
キ
ュ
ー
で
は
、
屏
風
が
対
象
の
大
半
を
占
め
た
。
し
か

し
、参
加
者
の
う
ち
、屏
風
の
取
扱
い
経
験
が
あ
っ
た
の
は
筆
者
の
み
で
あ
り
、

筆
者
も
屏
風
の
取
扱
い
に
つ
い
て
十
分
な
経
験
や
知
識
が
あ
る
と
は
言
い
難

か
っ
た
。 

そ
の
よ
う
な
状
況
で
風
乾
の
必
要
性
や
応
急
処
置
方
法
に
つ
い
て
判
断
す

る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
わ
ず
か
と
は
言
え
、
学
芸
員
実
習
等
の
経
験
と
、
過

去
の
災
害
対
応
に
つ
い
て
文
献
や
報
告
を
目
に
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
た
め
と

思
わ
れ
る
。 

 

風
乾
作
業
の
際
に
は
、長
持
か
ら
屏
風
を
取
り
出
し
て
床
置
き
す
る
必
要
が

あ
っ
た
た
め
、
そ
の
場
で
参
加
者
に
屏
風
の
扱
い
方
を
説
明
し
、
二
名
一
組
で

作
業
を
行
っ
た
。簡
易
的
な
説
明
の
み
で
実
際
の
作
業
を
行
う
こ
と
に
な
っ
た

も
の
の
、す
べ
て
の
屏
風
の
風
乾
を
終
え
る
頃
に
は
扱
い
に
慣
れ
た
よ
う
に
見

え
、
実
践
の
重
要
性
を
感
じ
た
。 

 

市
町
村
に
配
置
人
員
の
少
な
い
分
野
の
文
化
財
―
特
に
美
術
工
芸
品
や
有

形
民
俗
文
化
財
等
―
の
取
扱
い
及
び
応
急
処
置
方
法
に
つ
い
て
は
、県
所
属
の

学
芸
員
が
助
言
を
行
う
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。
し
か
し
、
専
門
分
野
の
学
芸
員

の
み
が
助
言
に
あ
た
る
場
合
、
被
害
が
甚
大
で
あ
る
ほ
ど
、
負
担
が
大
き
く
な

る
可
能
性
が
高
い
。
県
所
属
の
学
芸
員
は
、
専
門
に
関
わ
る
こ
と
な
く
様
々
な

分
野
の
研
修
等
に
参
加
し
て
実
践
を
積
み
、緊
急
時
の
対
応
に
備
え
る
必
要
が

あ
る
と
思
わ
れ
る
。経
験
を
積
ん
だ
学
芸
員
が
経
験
の
浅
い
職
員
や
市
町
村
に

向
け
た
研
修
を
開
催
す
る
こ
と
で
、そ
の
輪
を
広
げ
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
（
４
）
。 
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第
三
節 

文
化
財
の
保
管
方
法
に
つ
い
て 

今
回
被
害
を
受
け
た
の
は
、
床
置
き
さ
れ
た
資
料
で
あ
り
、
棚
上
や
二
階
に

保
管
さ
れ
て
い
た
資
料
は
浸
水
を
免
れ
て
い
た
。高
い
場
所
で
の
保
管
は
地
震

に
よ
る
転
落
等
の
被
害
が
懸
念
さ
れ
る
た
め
、す
べ
て
を
棚
上
に
保
管
す
べ
き

と
は
言
い
難
い
も
の
の
、浸
水
に
有
効
な
対
策
と
し
て
再
度
共
有
し
て
お
き
た

い
。 ま

た
、
梱
包
材
に
つ
い
て
も
留
意
が
必
要
と
思
わ
れ
た
。
綿
座
布
団
や
薄
葉

紙
、
段
ボ
ー
ル
等
の
梱
包
材
は
、
文
化
財
を
運
搬
す
る
際
に
し
ば
し
ば
用
い
ら

れ
る
も
の
の
、
温
湿
度
管
理
が
十
分
で
な
い
環
境
に
長
期
間
置
く
と
、
カ
ビ
や

虫
の
発
生
源
に
な
っ
て
し
ま
う
可
能
性
が
あ
る
。水
損
被
害
に
あ
っ
た
文
化
財

の
応
急
処
置
を
す
ぐ
に
行
う
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
に
は
、最
低
限
の
対
策
と

し
て
、
梱
包
材
を
取
り
除
き
、
文
化
財
へ
の
付
着
や
カ
ビ
、
虫
の
発
生
を
防
ぐ

必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。 

  

第
四
節 

文
化
財
害
虫
に
つ
い
て 

 

屏
風
の
風
乾
作
業
中
、長
持
の
内
部
か
ら
シ
ミ
と
思
わ
れ
る
虫
が
出
て
き
て

い
る
こ
と
に
気
付
い
た
。
浸
水
以
前
か
ら
生
息
し
て
い
た
も
の
か
、
災
害
に
伴

い
発
生
ま
た
は
増
加
し
た
も
の
か
は
判
断
が
つ
か
な
い
も
の
の
、資
料
室
に
保

管
さ
れ
て
い
る
文
化
財
に
悪
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
可
能
性
が
高
い
こ
と
を

益
城
町
生
涯
学
習
課
と
共
有
し
た
。 

 

文
化
財
レ
ス
キ
ュ
ー
の
翌
週
、筆
者
が
参
加
し
た
東
京
文
化
財
研
究
所
主
催

の
研
修
（
５
）

で
、
害
虫
の
発
生
に
つ
い
て
相
談
し
た
と
こ
ろ
、
害
虫
ト
ラ
ッ
プ

を
譲
っ
て
頂
く
こ
と
が
で
き
た
。
今
後
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
行
い
、
専
門
家
に

も
相
談
し
な
が
ら
対
策
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
れ
ば
と
考
え

て
い
る
。 

 

先
述
の
よ
う
に
、研
修
に
参
加
す
る
こ
と
は
知
識
や
経
験
の
獲
得
に
直
結
す

る
。
ま
た
そ
れ
だ
け
で
な
く
、
様
々
な
分
野
の
専
門
家
と
情
報
を
共
有
し
、
相

談
先
を
増
や
す
こ
と
に
も
繋
が
る
と
思
わ
れ
る
。県
内
外
に
お
け
る
研
修
参
加

は
、
文
化
財
の
被
災
に
対
す
る
有
効
な
手
段
の
一
つ
と
も
言
え
る
だ
ろ
う
。 

 

お
わ
り
に 

 

以
上
、
二
〇
二
三
年
（
令
和
五
年
）
七
月
四
日
に
県
文
化
課
が
行
っ
た
益
城

町
文
化
財
資
料
室
で
の
文
化
財
レ
ス
キ
ュ
ー
に
つ
い
て
報
告
し
、今
後
の
展
望

に
つ
い
て
述
べ
た
。
各
資
料
の
応
急
処
置
方
法
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
多
く
の

事
例
が
報
告
さ
れ
て
い
る
た
め
、事
例
と
し
て
の
有
効
性
は
低
い
か
も
し
れ
な

い
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
報
告
は
事
例
の
共
有
だ
け
で
な
く
、
記
憶
の
風
化
を

防
ぐ
機
能
も
持
つ
よ
う
に
思
う
。 

文
化
財
防
災
セ
ン
タ
ー
が
提
唱
す
る
「
文
化
財
防
災
ス
パ
イ
ラ
ル
」
で
は
、

発
災
後
の
救
援
（
レ
ス
キ
ュ
ー
）、
復
旧
復
興
、
減
災
対
策
、
緊
急
事
態
へ
の

備
え
と
い
う
プ
ロ
セ
ス
を
辿
っ
て
、防
災
力
を
高
め
て
い
く
こ
と
が
可
能
と
さ

れ
て
い
る
。
ま
た
、
こ
の
ス
パ
イ
ラ
ル
に
つ
い
て
考
え
る
と
き
、
人
は
「
忘
れ

て
し
ま
う
」生
き
物
で
あ
る
こ
と
も
念
頭
に
置
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う

（
６
）
。 今

回
レ
ス
キ
ュ
ー
さ
れ
た
資
料
の
一
部
に
つ
い
て
は
、
益
城
町
生
涯
学
習

課
に
よ
っ
て
い
ち
早
く
調
査
が
行
わ
れ
、
そ
の
成
果
と
と
も
に
企
画
展
（
７
）

で

の
公
開
が
行
わ
れ
た
。
レ
ス
キ
ュ
ー
後
の
一
般
公
開
は
、
ま
さ
に
記
憶
の
風
化

を
防
ぐ
取
組
み
の
一
例
と
言
え
る
。 

本
報
告
や
企
画
展
が
多
く
の
人
の
目
に
留
ま
る
こ
と
で
、
今
後
の
文
化
財

防
災
や
関
連
す
る
活
動
の
一
助
と
な
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。 
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本
報
告
の
執
筆
に
あ
た
り
、レ
ス
キ
ュ
ー
現
場
の
第
一
線
で
動
か
れ
た
益
城

町
生
涯
学
習
課 

森
本
星
史
学
芸
員
よ
り
御
助
言
を
頂
き
ま
し
た
。 

ま
た
、
レ
ス
キ
ュ
ー
及
び
そ
の
後
の
処
置
方
法
に
つ
い
て
、
文
化
財
防
災
セ

ン
タ
ー
の
皆
様
か
ら
懇
切
丁
寧
な
御
指
導
を
頂
き
ま
し
た
。東
京
文
化
財
研
究

所
で
の
研
修
に
お
い
て
は
、講
師
及
び
受
講
者
の
皆
様
か
ら
様
々
な
御
助
言
を

頂
戴
し
ま
し
た
。 

末
尾
で
は
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
場
を
お
借
り
し
て
深
く
御
礼
申
し
上
げ
ま

す
。 

 

本
文
註 

（
１
） 

木
山
川
は
、
熊
本
県
中
北
部
を
流
れ
る
緑
川
水
系
の
一
級
河
川
で
、

流
域
面
積
は
一
八
三
・
五
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。
南
阿
蘇
外
輪

山
の
冠
ヶ
岳
を
源
流
と
し
、熊
本
市
東
区
で
加
勢
川
に
合
流
す
る
。『
角

川
日
本
地
名
大
辞
典 

４
３ 

熊
本
県
』（
角
川
書
店
、一
九
八
七
年
） 

（
２
） 

二
〇
二
三
年
（
令
和
五
年
）
六
月
二
十
八
日
か
ら
七
月
六
日
に
か

け
、
梅
雨
前
線
等
の
影
響
に
よ
り
、
沖
縄
地
方
を
除
い
て
全
国
的
な

大
雨
と
な
っ
た
。
七
月
一
日
か
ら
三
日
は
山
口
県
や
熊
本
県
、
鹿
児

島
県
奄
美
地
方
で
線
状
降
水
帯
が
発
生
し
た
。「
令
和
五
年
梅
雨
前
線

に
よ
る
大
雨
に
係
る
被
害
状
況
等
に
つ
い
て
」（
内
閣
府
、
二
〇
二
三

年
七
月
十
八
日
、

https://www.bousai.go.jp/updates/r5_06ooame/pdf/r5_06

ooame_06.pdf 

最
終
確
認
日 

二
〇
二
三
年
十
一
月
一
日
）。 

（
３
） 

「
Ｇ
Ｐ
Ｓ
対
応
地
形
図
ア
プ
リ 

ス
ー
パ
ー
地
形
」（Kashmir 3D

）

を
用
い
て
益
城
町
生
涯
学
習
課
が
計
測
し
た
デ
ー
タ
を
御
提
供
頂
い

た
。 

（
４
） 

以
前
筆
者
は
、
県
文
化
課
主
催
の
「
令
和
四
年
度 

熊
本
県
文
化
財

保
護
行
政
担
当
者
研
修
（
第
一
回
）」
に
お
い
て
、「
美
術
工
芸
品
の
調

査
・
保
存
・
活
用
～
仏
像
の
日
常
管
理
～
」
を
テ
ー
マ
に
研
修
を
行
っ

た
。
人
吉
市
内
の
寺
院
を
会
場
に
お
借
り
し
、
実
際
に
仏
像
や
堂
宇
の

清
掃
を
す
る
こ
と
で
、仏
像
の
取
扱
い
や
保
存
方
法
を
実
践
的
に
習
得

す
る
こ
と
を
目
的
に
企
画
し
た
も
の
で
あ
る
。こ
の
試
み
に
つ
い
て
は

別
稿
を
期
し
た
い
。 

（
５
）
令
和
五
年
度 

博
物
館
・
美
術
館
等
保
存
担
当
学
芸
員
研
修
（
上
級
コ

ー
ス
） 

期 

間 

二
〇
二
三
年
（
令
和
五
年
）
七
月
十
日
か
ら
十
四
日 

場 

所 

東
京
文
化
財
研
究
所 

受
講
者 

三
十
名 

（
６
）
髙
妻
洋
成
・
小
谷
竜
介
・
建
石
徹
編
『
入
門 

大
災
害
時
代
の
文
化
財

防
災
』（
同
成
社
、
二
〇
二
三
年
） 

（
７
）
令
和
五
年
度
益
城
町
文
化
財
企
画
展 

美
文
字
が
光
る
と
き
―
君
の

一
文
字
に
恋
し
て
る
。 

期 

間 

二
〇
二
三
年
（
令
和
五
年
）
十
二
月
一
日
か
ら
二
〇
二
四
年

（
令
和
六
年
）
一
月
二
十
八
日 

場 

所 

益
城
町
交
流
情
報
セ
ン
タ
ー 

主 

催 

益
城
町
教
育
委
員
会 

後 

援 

熊
本
県
教
育
委
員
会
、
熊
本
県
文
化
財
保
護
協
会
、 

熊
本
日
日
新
聞
社
、
Ｆ
Ｍ
７
９
１ 

 

図
版 

図
１ 

木
山
川
沿
い
の
車
道
（
県
文
化
課
撮
影
。） 

図
２ 

益
城
町
文
化
財
資
料
室 

位
置
図
（
国
土
地
理
院
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト 
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よ
り
引
用
、
加
工
。
最
終
確
認
日 

二
〇
二
三
年
二
月
十
三
日
。） 

図
３
、
４ 
被
災
時
の
様
子
（
県
文
化
課
撮
影
、
一
部
加
工
。
以
下
同
じ
。） 

図
５ 

屛
風
の
風
乾
作
業 

図
６ 

長
持
の
風
乾
作
業 

図
７ 

武
具
等
の
風
乾
作
業 

図
８ 

工
芸
品
の
風
乾
作
業 

   

二
〇
二
三
年
十
一
月
十
三
日
受
付 
二
〇
二
四
年
二
月
二
十
八
日
受
理 
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図１ 木山川沿いの車道 

 

 

図 2 益城町文化財資料室 位置図  
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図 3 被災時の様子 

 

 

図 4 被災時の様子  
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図 5 屛風の風乾作業 

 

 

図 6 長持の風乾作業  
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図 7 武具等の風乾作業 

 

図 8 工芸品の風乾作業 


